
ＥＳＧコミュニケーション・フォーラム主催

開催概要

ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）視点の
コーポレートコミュニケーション

－上場企業はステークホルダーに何をどう伝えるべきか－

企業が環境や社会との調和を大切にした経営を実践することは、持続可能な成長を

実現するための前提条件です。欧米ではＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の視点から、

企業を評価し投資の判断をする機運がこの数年大きな高まりを見せています。

こうした背景を踏まえ、企業は自社のＩＲやＣＳＲ活動において、株主・投資家をはじめ

とするステークホルダーとはどのようなコミュニケーションを心がけていけばいいのか。

当セミナーではその方向性を探ります。

■日 時 ： ２０１０年８月２３日（月） １４：００～１６：４０ （受付開始： １３：３０）

■会 場 ： ベルサール九段 ３Ｆセミナールーム

東京都千代田区九段北1-8-10 住友不動産九段ビル
｢九段下駅｣7番出口徒歩3分(東西線)
｢九段下駅｣5番出口徒歩3分(半蔵門線･新宿線)
｢神保町駅｣A2出口徒歩7分(半蔵門線･新宿線･三田線)

■言 語 ： 日本語および英語 （同時通訳を行います）

■対 象 ： 上場企業のＩＲ／ＣＳＲ関連部署の責任者および担当者

■定 員 ： ８０名 （先着順にて定員になり次第締め切らせていただきます。）

■受講料 ： ￥５，０００

■講 師 ： Matthew M. Orsagh, CFA, CIPM (ﾏｼｭｰ･ｵｰｻｸﾞ氏)
CFA協会
Director, Capital Markets Policy

山﨑 明美氏
日本シェアホルダーサービス株式会社
研究開発／コンサルティング部部長 チーフコンサルタント

■主 催 ： ＥＳＧコミュニケーション・フォーラム

株式会社エッジ・インターナショナル (www.edge-intl.co.jp)

株式会社シータス＆ゼネラルプレス (www.c-gp.com)

宝印刷株式会社 (www.takara-print.co.jp)

■協 力 ： 日本ＣＦＡ協会

緊急来日セミナー CFA協会 Matthew M. Orsagh氏を迎えて

＜CFA協会の概要＞

CFA協会は世界中に約10万人の会員を擁し、CFA協会認定証券アナリスト（CFA）やCFA協会認定投資パフォーマンス

計測者証（CIPM）を授与する非営利的専門組織です。世界各地域に活動を統括するソサィエティがあり、日本では
日本CFA協会がメンバーに対しセミナー・交流の場を提供しています。

日本CFA協会 ： http://www.cfaj.org/Pages/default.aspx
CFA 協会 ： https://www.cfainstitute.org/pages/index.aspx



プログラム

コーポレートコミュニケーションを取り巻く環境変化

株式会社エッジ・インターナショナル 代表取締役 梶原伸洋

投資家が注目する企業のＥＳＧ要因とは？
投資家が注目する上場企業のＥＳＧ要因とは？ そしてその分析のポイントは？
投資家が企業に期待するＥＳＧコミュニケーションの本質についてお話しいただきます。

CFA協会
Director, Capital Markets Policy Matthew M. Orsagh, CFA, CIPM （ﾏｼｭｰ・ｵｰｻｸﾞ氏）

ノートルダム大卒、ジョージア州立大学にてMBA取得。IR支援会社を経て、ガバナンスメトリック社にてリサーチ
アナリストとして従事した後、現職。資本市場政策担当ディレクターとして、ＩＲ、会計制度を含む企業の情報開示の
あり方、企業統治に関する政策提言や基準作成、それらの普及活動を推進。『ESGマニュアル』の中心的執筆者。

ＥＳＧ情報とＩＲ・ＳＲを考える

株主・投資家の立場から見て、企業のＥＳＧに対する取組みはどのような意味を持つのか？
またそうした環境変化の中で、企業のＩＲ・ＳＲ活動はどうあるべきかをお話しいただきます。

日本シェアホルダーサービス株式会社
研究開発／コンサルティング部部長 チーフコンサルタント 山﨑明美（やまさきあけみ）氏

一橋大学法学部卒業。山一證券等を経て三和総合研究所（現 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング）入社。
2006年より現職。社会的責任投資フォーラム（ＳＩＦ－Ｊａｐａｎ）運営委員。機関投資家の動向やコーポレート・
ガバナンスにおけるオピニオンリーダーとして著書や論文を数多く執筆。

ＥＳＧ視点のコーポレートコミュニケーションを考える

講師の皆様と共に、ＥＳＧ視点のコーポレートコミュニケーションとはいかなるものなのか、
また新しい時代の中で、株主をはじめとするステークホルダーとの信頼関係の構築に不可欠な
コミュニケーションをどう進めるべきか。皆様とのＱ＆Ａを中心に進行致します。

講演①
14:10-15:00

講演②
15:00-15:40

ﾊﾟﾈﾙ・
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

Q&A
15:50-16:40

進 行 ： ESGコミュニケーション・フォーラム 運営事務局

パネリスト ： CFA協会 Matthew M. Orsagh氏

日本シェアホルダーサービス 山﨑 明美氏

ごあいさつ
14:00-14:10

休憩５分

お申し込み先 http://www.edge-intl.co.jp/esg-seminar

お問合わせ先 03-3403-7750 (エッジ・インターナショナル 担当：石井／新屋（しんや）)

ご案内
15:45-15:50

ＥＳＧコミュニケーション・フォーラムの活動について

宝印刷株式会社 ＩＲ企画部長 大津 克彦


